
里山里海アクティビティ

能登ライフ体験ツアー 第４回レポート

「よそ者」視点での地域づくりを学び、能登の里山里海の魅力を満喫

2011年6月に「世界農業遺産」に認定され、注目が集まる「能登の里

 

山里海」。実は能登には、金沢大学能登里山マイスター※や青年海外協力

 

隊※のOBなど、地域で活躍する移住者がたくさんいます。今回は、５人

 

の移住者の取り組み見学と、地元の方々の協力で能登の里山里海体験を

 

実施。実際に地域づくりに関わるみなさんの想いに触れ、ツアー参加者

 

の間でも活発な意見交換が行われました。

↑（株）スギヨの自社農園で農

 

場長をつとめる半澤OG

能登の自然と共生する暮らし、地域づくりの現場を学ぶ！

↑

 

珠洲の宗玄酒造で活躍する源OB

→

 

空き家を活用した移住体験

 

を行う金沢大学能登里山マイ

 

スター修了生の後藤さん

←珠洲にIターンしてお菓子や料理

 

の製造販売をする中谷OG宅で交

 

流会。能登の食材を使った手料理

 

を囲んで夜更けまで盛上りました。

↑やぎの乳搾り体験。搾りた

 

ての乳でチーズ加工も！

→

 

船に乗って牡蠣の収穫体験

→

 

牡蠣の養殖棚設置のお手伝い

参加者：10名 （大学生＆協力隊OG）

日程：2012年3月18～20日 （2泊3日）

毎朝こうやってヤギの乳を搾るんだよ～

野菜の栽培だけ

 

でなく、農場体験

 

や地元の子供た

 

ちへの食育活動

 

など幅広く活躍し

 

ているんですね

↑地元の方々との交流会。皆さ

 

んの地域への熱い思いに感動！

よいしょ！牡蠣を育

 

てるには色んな仕事

 

があるんですね。

移住者の活動訪問

里山里海体験＆交流

里山でスローライフを楽しむ

 

「タンポポファーム」を訪問

※金沢大学能登里山マイスターとは、能登で大学が実施

 

するリーダー人材養成プログラム（23年度で終了）
※青年海外協力隊とは、JICA（国際協力機構）が派遣す

 

る海外ボランティア。世界で日本の若者ががんばってます。

１日目
移住者の活動見学
１．奥能登の老舗酒造会社「宗

 

玄」の酒蔵見学
２．空き家を活用した移住体験

 

の活動見学
３．能登へ移住した協力隊OG 
の暮らしを拝見

スケジュール

2日目
里山里海の体験
１．循環型の暮らしを営む農場

 

で里山体験
２．里海をいかしたカキ養殖の

 

見学と収穫体験
３．交流会

3日目
移住者の活動見学
１．能登島「スギヨファーム」の見学
２．能登へ移住した協力隊OGの活

 

動見学（和倉でのイベント）
最後に
参加者の感想まとめとシェア
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